
【指導案検討（元街小　曽根先生） 】
〇材について
　元街小学校の付近にあった麦田交番が統合のためなくなり、ア
クティブ交番となった。アクティブ交番設置の理由が警察の働き方
改革や警察官の安全面の要素が強いことから、市民の安全面を
捉える教材として成り立つのかを検討した。アクティブ交番の見回
り場所、回数、時間等の調査活動を通して、児童が警察の役割を
学ぶ身近な材になるのではないかという話が出た。

〇単元づくりについて
　単元を見通す学習問題づくりと単元のねらいに迫る学習問題づ
くりについて検討した。
● 導入部で交番数の変化を示す資料を提示することで、児

童がアクティブ交番に着目し、警察の役割につなげること
ができるのではないか。

● 調査活動から「アクティブ交番がいない時は、地域安全は
誰が守っているのか」というズレが生まれ、見守り隊の存
在や役割に目を向けることができるのではないか。

【３学年部会で大切にしたいこと】
　子どもと教材、子ども同士がつながる

【指導案検討（南山田小　高木先生）】
〇材について
　消防団の仕事は、地域の見回り、沈火後の後片付
け、被害者へのカウンセラーの役割など、多岐にわたる
ため、その消防団がどんな役割を担っているのかを調
査する必要性が話し合われた。
〇単元づくりについて
　単元を見通す学習問題づくりと単元のねらいに迫る学
習問題づくりについて検討した。
● 導入部では、火災の被害に目が行きがちだが、

消防署や消防団の働きによって被害が抑えられ
ていることに気づかせたい。また、消防団の存在
に気づかせる資料があるとよい。

● 単元のねらいに迫る学習問題づくりには、消防署
と消防団の違いを考えるなど、ズレを生む問題を
設定する必要がある。


